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Relationships between daily mood change and the magnitude of subjective tastes of sweetness 
 


























個人差は、味覚受容体の遺伝的多型（Kim et al., 2004）や特定味覚の摂取経験（Kobayashi et al., 
2006; Gonzalez et al., 2008）によって生じることが示唆されているが、個人の心理状態もまた
味覚感受性に影響を及ぼす要因となっている。Steinerら（1969）は、うつ病患者では健常群と比
べてすべての味覚に対する閾値が上昇し、特に甘味に対する閾値が上昇していること、うつ病症


















































































































































60mM 120mM 240mM 
 
緊張－不安 .25 .29 .39  .05 
抑うつ－落ち込み .38 .13 .26 -.26 
怒り－敵意 .20 .18 .34 -.04 
活気 .03 .29 .17 .27 
疲労 .43 .37   .45 † -.20 
混乱 .17 .03 .37 -.13 
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考  察 
 
 本研究では、日常生活場面で生じる気分の変化が、主観的甘味強度に及ぼす影響について検討
した。抑うつ状態や心理的ストレス負荷は味覚感受性を低下させることから（角田et al., 2002; 

















しているという報告（Steiner, et al., 1969）を繋げるものとして興味深い。また、長時間運動
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